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中学地理プリント（過去問類似）
九州地方

名前 得点
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問1 九州地方の北東部に位置し、福岡県の東、熊本県の北東に隣接する県があります。瀬戸内海に面し、別府や由布院といった日
本有数の湧出量を誇る温泉資源に恵まれている県名として、正しいものはどれですか。 （2020年　静岡公立入試　類似）

1.  大分県 2.  福岡県 3.  熊本県 4.  宮崎県

問2 鹿児島県の地形別面積割合に関する統計において、台地の占める割合は約20.8パーセントとなっており、全国平均の約11.2パ
ーセントと比較して非常に高い数値を示しています。このように、過去の火山活動による火山灰などの噴出物が厚く積み重な
って形成された、九州南部に広がる台地を何と呼びますか。 （2017年　滋賀公立入試　類似）

1.  シラス台地 2.  カルデラ 3.  砂丘 4.  扇状地

問3 九州地方に位置するある県に関する統計において、第1次産業の就業者割合が10％を超えており、農業産出額が4000億円を上
回る全国有数の規模となっています。また、この県の製造品出荷額で最も大きな割合を占める品目が「食料品」であるとき、
あてはまる県名はどれですか。 （2016年　山形県公立入試　類似）

1.  鹿児島県 2.  千葉県 3.  山形県 4.  静岡県

問4 日本の諸地域の自然について説明した資料において、南西諸島の特色をまとめた文として最も適切なものはどれですか。地形
や植生の広がり方に着目して選びなさい。 （2022年　沖縄公立入試　類似）

1.  亜熱帯の気候を生かし、河口や
海岸の湿地にはマングローブが広
がり、貴重な生態系が見られる。

2.  冷涼な気候を好むブナの林が、
海岸付近の湿地から山地にかけて
大規模な原生林を形成している。

3.  大規模な干拓によって作られた
湿地を利用して、マングローブの
植林による木材生産が盛んであ
る。

4.  サンゴ礁が隆起してできた平坦
な土地では、泥の多い湿地を利用
した稲作が島の主要産業となって
いる。

問5 鹿児島県は、全国有数の農業産出額を誇る一方で、その内訳を見ると米の生産割合が非常に低く、畑作や畜産が中心となって
います。このような農業の特色が形成された背景として、最も適切な説明はどれですか。 （2022年　栃木県公立入試　類似）

1.  水はけが良すぎる火山灰土から
なるシラス台地が広く分布してお
り、稲作よりもサツマイモなどの
畑作に適していたから。

2.  大規模な干拓事業によって得ら
れた平坦な土地が塩分を含んでい
たため、米の栽培を避けて野菜栽
培を優先したから。

3.  山間部が多く耕地面積が限られ
ているため、米の生産をあきらめ
て付加価値の高い果樹栽培に特化
したから。

4.  冬の気温が氷点下になる時期が
長く、稲の成長が妨げられる冷害
の影響を避けるために畜産へと転
換したから

問6 九州南部の宮崎県や鹿児島県の平野部では、冬でも温暖な気候を活かして、ビニールハウスなどの施設を利用して出荷時期を
通常より早める工夫が行われています。このような栽培方法の名称と、この地域で盛んに生産され、東京などの大消費地へ出
荷される農作物の組み合わせとして正しいものを選びなさい。 （2023年　東京都公立入試　類似）

1.  促成栽培（そくせいさいばい）
ときゅうり

2.  抑制栽培（よくせいさいばい）
とレタス

3.  高冷地農業とキャベツ 4.  近郊農業とピーマン

問7 1901年に操業を開始した官営八幡製鉄所は、日清戦争の賠償金をもとに建設されました。この製鉄所が置かれ、のちに鉄鋼業
を中心とした北九州工業地帯として発展した都道府県はどこですか。 （2022年　滋賀公立入試　類似）

1.  福岡県 2.  兵庫県 3.  岡山県 4.  広島県

問8 鹿児島県から宮崎県にかけて広がる、火山噴出物が堆積してできたシラス台地では、その土地の性質からどのような土地利用
が一般的ですか。最も適切な理由と内容の組み合わせを選びなさい。 （2020年　群馬県公立入試　類似）

1.  非常に水はけが良く、地表に水
が溜まりにくいため、古くから畑
として利用されている。

2.  保水力が非常に高く、常に湿り
気を帯びているため、大規模な水
田地帯として利用されている。

3.  土壌に塩分が多く含まれており
農作物の栽培に適さないため、主
に工業用地として利用されてい
る。

4.  年間を通して気温が低く土壌が
凍結するため、農地にはせず牧草
地として利用されている。
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答え合わせ・解説

問1 答え 1
大分県

九州地方の北東部に位置する大分県は、瀬戸内海（周防灘・伊予灘）に面した地理的特徴を持って
います。火山活動の影響により、別府温泉や由布院温泉といった世界的な温泉地を有しており、温
泉の源泉数と湧出量ともに日本一を誇ることから「おんせん県」としても知られています。

問2 答え 1
シラス台地

九州南部に広がるこの台地は、過去の巨大噴火による火砕流の堆積物（シラス）や火山灰によって
形成されました。水はけが非常に良く、水持ちが悪いため、古くから稲作には不向きとされ、サツ
マイモや茶などの畑作、あるいは大規模な畜産業が発展する要因となりました。鹿児島の地形的な
特徴を語る上で欠かせない要素です。

問3 答え 1
鹿児島県

鹿児島県はシラス台地が広がる地理的特性から、古くよりサツマイモの栽培や、豚・茶などの生産
といった畜産業・畑作が非常に盛んです。第1次産業の就業者割合が全国平均と比べても高く、豊
かな農畜産物を原材料とした食料品加工業が地域の製造業の中心を担っているため、製造品出荷額
でも食料品が第1位となっています。

問4 答え 1
亜熱帯の気候を生かし、河口や海岸の湿
地にはマングローブが広がり、貴重な生
態系が見られる。

南西諸島は日本の中でも亜熱帯に属し、温暖で雨が多い気候が特徴です。このような環境下の海岸
線や河口付近には、塩分に強いマングローブが自生し、独自の景観を作り出しています。選択肢に
あるブナは冷温帯の落葉広葉樹であり、南西諸島の低地には見られません。また、マングローブが
育つ場所は泥の堆積する湿地ですが、サンゴ礁は泥の少ない清浄な海域で発達するため、それぞれ
の分布環境は異なります。

問5 答え 1
水はけが良すぎる火山灰土からなるシラ
ス台地が広く分布しており、稲作よりも
サツマイモなどの畑作に適していたか
ら。

鹿児島県には、過去の火山活動による噴出物が堆積してできた「シラス台地」が広がっています。
この地質は非常に水はけが良く、稲作に必要な水を保持しにくいという性質があるため、伝統的に
水田よりも畑作が盛んになりました。現在では、この広大な土地を利用して、サツマイモや茶など
の畑作、そして肉用牛や豚、鶏などの畜産が大規模に行われており、日本の食料供給基地としての
役割を担っています。

問6 答え 1
促成栽培（そくせいさいばい）ときゅう
り

宮崎平野などの九州南部では、黒潮（日本海流）の影響を受けた温暖な気候を利用し、他の地域よ
りも収穫時期を早める「促成栽培」が盛んです。ビニールハウスなどの施設栽培によって、冬から
春にかけてきゅうりやピーマンなどが多く生産され、野菜が不足する時期の都市部へ供給されてい
ます。

問7 答え 1
福岡県

日清戦争で得た賠償金をもとに、筑豊炭田の石炭と中国大陸から輸入する鉄鉱石の利用に便利な福
岡県北部に官営八幡製鉄所が建設されました。これが日本の重工業化をけん引し、北九州工業地帯
へと発展しました。

問8 答え 1
非常に水はけが良く、地表に水が溜まり
にくいため、古くから畑として利用され
ている。

シラスは火山灰や軽石が堆積したもので、粒が粗く隙間が多いため、水はけが良すぎるという特徴
があります。そのため、稲作に必要な水を溜めておくことが難しく、伝統的にサツマイモや茶など
を栽培する畑作が行われてきました。現在は大規模な灌漑（かんがい）施設の整備により、さまざ
まな農業が行われています。


